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 研究１・２では、1987 年・2000 年代の異なった時代の５歳児を対象にして施行した
LMT・バウムテストを比較し、時代的な変化について検討した。異なった時代の 5 歳児に
対して施行した描画を比較することで、時代的な変化が捉えられると同時に、個々の技法








認められなかった。また、2000 年代の 5 歳児において、枝を描かず樹冠を描く子どもの
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の比較を始点に、技法の特性を見出すことを目的とする、研究３・展望研究を行った。被
験者は 4 歳児・5 歳児・小学 2 年生・中学生・高校生・大学生とし、2002 年 7 月～2010









































































つの発達段階を見いだしている。また、結果としての構成の 7 段階においては、7 段階を
０･１、２･３、４－６と大きく 3 つの段階に分けてみると、過去は１，２の段階が少なく
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考えて、風景構成法により自我発達の程度が測れる可能性について提言している。 
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